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図2和 銅元年(七 〇入)
た金 「和同開珎」
に鋳造し 図1唐 武徳四年(六 ニー)に 鋳造
した金 「開元通寳」
図4唐 乾元元年(七 五八)に 鋳造 図3唐 乾封元年(六 六六)に 鋳造
した 「乾元重寳」銅銭 した 「乾封泉寳」銅銭
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図5井 真成墓誌 王維坤提供 上 墓誌蓋 下 墓誌銘
図6 西北大学歴史博物館副館長賈麦明氏 北京『新京報』より
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井真成墓誌蓋の写真
??
王維坤提供
????
? ?
#齪
図8
雌帝鋤筆輔
井真成墓誌銘の写真 王維坤提供
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図9井 真成墓誌蓋の拓本写真 王維坤提供
図10井 真成墓誌銘の拓本写真 王維坤提供
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図11 2004_10_10日中友好協会会長平山郁夫先生は井真成
墓誌の初公開式に出席 王維坤提供
図12 2004-2-4に 筆者 は圀勝寺檀家総代渡邉捷平先生(右)・
元同志社大学施設部長松浦靖先生 (左)のご案内で圀
勝寺を見学、骨蔵器が出土した下道氏墓域の入口にて
王維坤提供
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図13 圀勝寺 「国宝」に指定されている吉備真備の祖母骨
蔵器の実物写真 王維坤提供
図14 圀勝寺 「国宝」に指定されている吉備真備の祖母骨
蔵器蓋の銘文 王維坤提供
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発表を終えて
時間の経つのは本当に早いものです。私が国際日本文化研究センター外国
人研究員、かつ日文研における共同研究会 「古代東アジア交流の総合的研究」
の研究代表者として招聘され、受入れ教授宇野隆夫先生をはじめとする日本
国内35名の教授 ・研究員と共同研究を始めたのが2007年4月1日 からで、信
じられないことにすぐ1年 が経過してしまいました。その間、5回 にわたっ
て色々な分野から共同研究会を開催いたしました。王共同研究会の趣旨は、
簡単に言えば 「古代東アジアでは、地域間交流が特に盛んであった。中でも
中日の往来は、日本の国家制度 ・都市建設 ・宗教活動 ・交易活動にまで大き
な変革をもたらすものであった。また中国も、その周辺の諸国やシルクロー
ドを通 じた西方諸国との交流により、その社会を充実 ・発展させていった。
このように古代東アジアは、国際交流が大きな社会変革を生んだモデルケー
スであり、そのさらなる解明は、時間空問をこえて人類史を考えるための重
要な知見となるであろう。そしてこのような学問的課題は一つの研究方法で
解明することは難しく、学際的な共同研究が特に有用であると考えられる」
というものです。
日文研における1年 間の研究生活は、長いとも短いとも言えませんが、私
にはこれまで 「学問の道には終点がない」という体験がいっぱいあります。
そして私に 「戸枢不蠹、流水不腐」という道理を分からせました。いわゆる
くるる
「戸 枢 不蠹 」の 「枢 」は虫 に食 わ れ な い とい う意 味 で あ り、「流水 不腐 」の 「腐 」
は、 い つ も動 い て い る もの は腐 食 しない とい う意味 です 。 こ こで私 が 想起 す
る もの は 「流 れ る水 」 を象 徴 し、水 が そ な え る 「潤 い」 と 「命 の源 」 の 意 味
を もつ 日文 研 の 「シ ン ボル マ ー ク」 で あ ります 。実 際 、 文 化 交流 の研 究 は流
れ る水 と同 じよ うに、 人 と人 との交 流 、心 と心 との交 流 、 学 問 と学 問 との交
流 で あ る に違 い な い と思 い ます 。 これ らの交 流 と共 同研 究 を通 して、 様 々 な
こ と を よ く勉 強 で きま した 。 この1年 間 に、 私 は共 同研 究 会 で の4回 の 発表
と 「第208回 日文 研 フ ォー ラ ム」 で の発 表 の ほ か、2008年3月7日 に 日文研
講 堂 で 第33回 国 際研 究 集 会 「王 権 と都 市」 にお い て 「中国 の 都 城 の プ ラ ンか
らみ る 日本 の都城 制 の源 流 」 とい うテー マ で講 演 させ て い ただ きま した。 い
ま過 去1年 間の研 究生 活 と研 究 成 果 を顧 み て感 慨深 い もの が あ ります 。
私 に とっ て、 少 な か らぬ 研 究 成 果 と業績 が得 られ た の は、 宇 野 先生 を は じ
め とす る共 同研 究 会 の 皆 様 と 日文研 の ご支 援 が あ
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日文研 フォー ラム開催 一一覧
屆 年 月 日 発 表 者 ・テ ー マ 丶
KIMUchang
金 禹昌(高 麗大学校文科大学教授 ・日文研客員教授)
リヴィア・ モ ネ
LiviaMONNET
(モン トリオール大学準教授 ・日文研来訪研究員)
カ ー ル・モ ス ク
9.ll.11CarlMOSK(ヴ ィク トリア大学教授 ・日文研客員教授)
⑪ (1997)ヤ ン ・ シ コ ラJanSYKORA(カ レル大学助教授 ・日文研客員助教授)
Klnya聡URUTA
鶴田 欣也
(ブリティッシュコロンビア大学教授 ・日文研客員教授)
パ ネ ルデ ィス カ ッシ ョン
「日本および日本人一外か らのまなざし」
ジ ョ ナ ・サ ル ズ
⑫
9.12.9 JonahSALZ(龍 谷大学助教授)
「猿か ら尼 まで一狂言役者の修業」
10.1ユ3 爨G黼
103
(1998)(仁済大学校人文社会科学研究所教授 ・日文研客員教授)
「京都考見録:韓 国文化人類学者の経験:」
⑭
10.2ユ0 響 輝寞(山 東大学教授 ・日文研客員教授)
「中世禅林の異端者一一休宗純 とその文学」
シュテフ ァン・カ イ ザ ー
105
10.3.3 StefanKAISER(筑 波大学教授)
「和魂漢才、和魂洋才一語彙 ・表記に見 る日本文化の特性」
ス ミ エA.ジ ョー ン ズ
10.4.7 SumieA.JONES
106 (インディアナ大学教授 ・日文研客員教授)
「幽霊 と妖怪の江戸文学」
リヴィア ・ モ ネ
10.5ユ9 LiviaMONNET
107 (モントリオール大学準教授 ・日文研来訪研究員)
「映画と文学の間に一金井美恵子の小説における映画的身体」
SHIMAZAKIHiroshi
迎
10.6.9 島崎 博(レ スブリッジ大学教授 ・日文研客員教授)
「化粧の文化地理」 ノ
r
⑲
10.7.ユ4
(1998)
窪・覊(バ ッサー大学助鞭.日 文研来訪研究員)丶
「なぜ荘子の胡蝶は俳諧の世界 に飛ぶのか
一 詩的 イメージ と しての典故一」
ブ ル ー ノ ・リ ー ネ ル
10.9.8 BrunoRHYNER(チュー リ ッヒ大学講 師 ・ユ ング派精神分析
110 家 ・日文研客員助教授)
「日本の教育がかかえる問題点」
ア ハ マ ド ・ムハマ ド・ファ トビ ・モスタファ
⑪ 10.10.6
AhmedM.F.MOSTAFA
(カ イ ロ大学講 師 ・日文研客 員助教授)
「『愛玩』一安岡章太郎の 『戦後』のはじまり」
ア リ ソ ン ・ ト キ タ
⑫ 10ユ1.10
AlisonMcQUEEN-TOKITA
(モナシュ大学助教授 ・日文研 客員助教授)
「『道行 き』と日本文化一芸能を中心に」
グ レ ン ・フ ッ ク
10.12.8GlennHOOK
113 (シェフィール ド大学教授 ・東京大学客員教授)
「地域主義の台頭 と東アジアにおける日本の役割」
DUQin
杜 勤
⑭
11.1.12
(1999)
(華東師範大学助教授 ・華東師範大学外国語学院
第2学 部副学部長 ・日文研客員助教授)
「『中』のシンボリズムについて一宇宙論からのアプローチ」
シ ー ラ ・ ス ミ ス
11.2.9 SheilaSMITH
115 (ボス トン大学助教授 ・日文研客員助教授)
「日本の民主主義一沖縄からの挑戦」
エ ドウ ィンA 、 ク ラ ン ス ト ン
⑯
11.3.16EdwinA.CRANSTON
(ハーバ ー ド大 学教授 ・日文研客員教 授)
「うたの色々:翻 訳は詩歌の詩化または死化?」
ウ ィ リ ア ムJ.タ イ ラ ー
⑰
11.4,ユ3
WilliamJ.TYLER
(オハ イオ州 立大学助教授 ・日文研客 員助教授)
「石川淳著 『黄金傳説』その他の翻訳について」
迎
11.5.11
KIMJiKyun
金 知見(韓 国 ・仏教教育大学大学院長 ・日文研客員教授)
「内藤湖南先生の眞蹟一高麗太祖顕陵詩」 ノ
r 畆脳 碯 もiδ 丶
119
11.6.8
(1999)
(モンテネグロ共和国政府民営化推進部外資担当課長 ・
日文研客員助教授)
「言葉いろいろ一 日本の言葉に反映された文化の特徴」
ザ壕 ・睾孥 韆
⑳
11.7.13(米 国 ・ケ ドレン精神衛 生 セ ンター箱庭療 法 トレーニ ング コン
サルタント・日文研客員助教授)
「心理臨床の場に映った私生活の中の暴力 と社会の中の暴力」
⑭
ll.9.7
SONGMin
宋 敏(韓 国 ・国民大学校文化大学学長 ・日文研客員教授)
「明治初期における朝鮮修信使の 日本見聞」
ジ ャ ン ーノ エ ル ・A.ロ ベ ー ル
⑫
11.10ユ2 Jean-NoelA.ROBERT
(フ ラ ンス ・パ リ国立 高等研 究 院教授 ・日文研 客員教授)
「二十一世紀の漢文一死語の将来一」
ヴラ デ ィス ラブ ・ニ カ ノ ロ ヴ ィ ッ チ ・ゴ レ グ リ ャ ー ド
VladislavNikanorovichGOREGLIAD
⑭
11.ll.16(ロシア科学アカデミー東洋学研究所サ ンクトペテルブルク
支部極東部長 ・日文研客員教授)
「鎖国時代 のロシアにおける日本水夫たち」
⑭
11.12.14
X.JieYANG
楊 暁捷(カ ルガリー大学準教授 ・日文研客員助教授)
「鬼のいる光景一絵巻 『長谷雄草紙』を読む一」
⑮
12.1.11
(2000)
リ ア ・ ガ デ レ ワエ ミ
EmiliaGADELEVA(日 文研中核的研究機関研究員)
「年末 ・年始の聖なる夜
一西欧と日本の年末 ・年始の行事の比較的研究」
⑱
ユ2.2,8
LEEEungSoo
李 応寿(世 宗大学校副教授 ・日文研客員助教授)
「東アジア獅子舞の系譜一五色獅子を中心 に一」
ア ン ナ ・マ リ ア ・ ト レ ー ン ハ ル ト
12.3.14AnnaMariaTHRANHARDT
127 (デュッセル ドルフ大学教授 ・日文研客員教授)
「皇室と日本赤十字社の始ま り」
ペ ッ カ ・ コ ル ホ ネ ン
⑱
12.4.11PekkaKORHONEN
(ユワスクラ大学教授 ・日文研客員助教授)
殴 「アジアの西の境」 ノ
届 12.5.9(2000)豐J鑼(国 立全献 学校副搬.畋 研客員助教授)丶「五 ・七 ・五、 日本 と韓 国」
ケ ネ スL.リ チ ャ ー ド
KennethL.RICHARD
⑭
12.6.13 (県立長崎シーボル ト大学教授 ・日文研客員教授)
「出島一長崎一 日本一世界 憧憬の旅
サダキチ ・ハル トマン(1867-1944)と 倉場富三郎(1871-1945)」
リ ュ ド ミ ラ ・ホ ロ ド ヴ ィ ッ チ
12.7.11LyudmilaHOLODOVICH
131 (ソフィア大学助教授 ・日文研客員助教授)
「お盆 と正教の五旬祭一比較的なアプローチー」
マ ー ク ・ メ リ
⑫
12,9.12MarkMELI(日 文研外来研究員)
「『物のあはれ』 とは何 なのか」
リ チ ャ ー ド・ル ビ ン ジ ャ ー
12.10.10RichardRUBINGER
133 (インディアナ大学教授 ・日文研客員教授)
「読み書きできなかったのは誰か一明治の日本」
SHINYong-tae
⑭
12.11.14辛 容泰
(東国大学校日本学研究所研究員・日文研客員教授)
「日本語 の 「カゲ(光 ・蔭)』外一 日本文化 のル ーツ を探 る一 」
CAIDunda
12.12.12蔡 敦達
135 (同済大学日本学研究所助教授 ・日文研客員助教授)
「中国文人が観 た明治 日本一旅行記を読む一」
バ ル ト・ガ ー ン ズ
⑯
13.2.6
(2001)
BartGAENS(日 文研中核的研究機関研究員)
「長者の山一近世的経営の日欧比較一」
ポ ー ル ・S.グ ロ ー ナ ー
13,3.6 PaulS.GRONER
137 (ヴァージニア大学教授 ・日文研客員教授)
「仏教の戒律 とは何か?」
⑱ 13.4ユ0
LIZhuo
李 卓(南 開大学教授 ・日文研客員教授)
「中日姓名の比較について一親族の血縁性 と社会性一」
エ ッ ケ ハ ル ト ・ マ イ
⑳ 13.5.8
EkkehardMAY
(フ ランクフル ト大 学教授 ・日文研客員教 授)
殴 「西洋における俳句の新 しい受容へ」 ノ
〆
⑩ 13.6.12
(2001)
潔 徽(眩 研外国人研究員)丶
「中国現代建築の成立基盤一留 日建築家 ・趙冬 日と人民大
会 堂一」
ヘ ン リ ーD.ス ミ ス
13.7.10HenryD.SMITH,1【
141 (コロンビア大学教授 日文研外国人研究員)
「忠臣蔵再考一四十七士の三百年一」
ジ ョ ナ サ ンMオ ー ガ ス テ ィ ン
⑫
13.9.18JonathanM.AUGUSTINE(日文研外 来研究員)
「聖人伝 、高僧伝 と社会事業一古代 日本、 ヨーロ ッパの高
僧 を中心 に一」
ア レ ク サ ン ダ ー ・ボ ビ ン
13.10.9AlexanderVOVIN
143 (ハワイ大学準教授 ・日文研客員助教授)
「日韓上代言語域:神 と国と人と」
GUANWenNa
13.11.13官 文娜(日 文研外国人研究員)
144 「日本社会における 「近親婚』と中国の 『同姓不婚』 との
比較」
チ グ サ キ ム ラ ス テ ィ ー ブ ン
13.12.11ChigusaKIMURA-STEVEN
145 (ニュージーランド・カンタベリー大学準教授 ・日文研外国人研究員)
L
「大庭みな子『三匹の蟹』:ミニスカー ト文化の中の女 と男」
⑯
14.1.15
(2002)
SHINChangHo
申 昌浩(日 文研中核 的研究機関研究員)
「親日仏教 と韓国社会」
マ シ ミ リ ア ー ノ ト マ シ
⑰
14.2.12MassimilianoTOMASI
(ウ ェス タン ワシン トン大学準教授 ・日文研外 国人研究員)
「近代詩における擬声語について」
JEONGHyeKyeong
鄭 惠卿14.3.12
148 (世宗大学校人文科学大学副教授 ・日文研外国人研究員)
「日韓言語文化の比較一語る文化 と語 らぬ文化一」
マ ッ シ ュ ー フィリップ マ ッ ケ ル ウ ェ イ
14.4.9 MatthewPhilipMcKELWAY
149 (ニューヨーク大学助教授 ・日文研外国人研究員)
殴 「初期洛中洛外図の人脈と武家作法一三条本を中心に一」 ノ
r
⑪
14.5.14
(2002)
塞 擺 … 丶
(東西心理学研究所所長 ・日文研外国人研究員)
「禅心理学的生命観」
LUYi
⑪
14.6.ll魯 義
(中国 ・北京外 国問題研究会教授 ・日文研外国人研究員)
「中 日関係 と相互理解」
ア レクシア ボ ロ
14.7.9 AlexiaBORO
152 (イタリア カ ・フォスカリ大学助手 ・日文研外国人研究員)
「建物 と権カー明治初期の東京の建築について」
YEEMilim
⑪ 14.9.10
李 美林
(日文研外国人研究員)
「近世後期 『美人風俗図』の絵画的特徴一 日韓比較一」
マ ル ク ス リ ュ ッ タ ー マ ン
14.10.8MarkusRむTTERMANN
154 (日文研外国人研究員)
「伝授から伝統へ一中 ・近世日本における 『啓蒙』の一面について」
KIMMoonGil
⑮
14.11.5金 文吉
(韓国・釜山外国語大学校教授 ・日文研外国人研究員)
「神代文字と日本キリス ト教一国学運動 と国字改良」
ス ー ザ ンL,バ ー ン ズ
14.12.10SusanL.BURNS
156 (米 ・シカゴ大学準教授 ・日文研外国人研究員)
「問題化 された身体一明治時代における医学 と文化」
デ ビ ッ トL.ハ ウ エ ル
15.1.14DavidL.HOWELL
157
(2003)(米 ・プリンス トン大学準教授 ・日文研外国人研究員)
「天保七年常州那珂湊敵討ち一件巓末」
ZhanXiaomei
15.2.18戦 暁梅
158 (日文研研究機関研究員)
「隠逸山水 に秘め られた 『近代』一富岡鉄斎を読 む一」
リ チ ャ ー ドH.オ カ ダ
15.3.11RichardH.OKADA
159 (米 ・プリンス トン大学準教授 ・日文研外国人研究員)
陵 「『母国語』とは誰の言葉?:言 語 と国民国家」 ノ
r
15.4.8 芭ih麟誼 丶
⑩
(2003)(カナダ ・セン トメアリー大学助教授 ・日文研外国人研究員)
「旧満州における戦前 日本の町づ くり活動」
PARKJeonYuU
15.5.20朴 銓烈
161 (韓国中央大学校教授 ・日文研外国人研究員)
「神々の使者に扮装する愉しみ一門付け儀礼の演劇性をめぐって一」
㎜YongTack
15.6.10林 容澤
162 (韓国 ・仁荷大学校副教授 ・日文研外国人研究員)
「詩の翻訳は可能か一金素雲訳 「朝鮮詩集』の場合一」
ボ イ カ エ リト ツ イ ゴ バ
15.7.8 BoykaElitTSIGOVA
163 (ブルガリア ・ソフィア大学準教授:・日文研外国人研究員)
「ブルガリア人の日本文化観一その理解と日本文芸作品の翻訳をめぐって一」
イ ン ゲ マ リ ア ダ ニ エ ル ズ
15.9.9 IngeMariaDANIELS
164 (ロイヤル ・カレッジ ・オブ ・アー ト客員講師 ・日文研外来研究員)
「現代住宅に見 られる日本人 と 「モノ』の関わり方」
WA朕}Cheng
15.10.14王 成
⑯ (首都師範大学助教授 ・日文研外国人研究員)
「阿部知二が描いた"北 京"」
CHENHui
⑯
15.llユ1 陳 暉
(中国社会科学院亜太日本研究所研究員教授 ・日文研外国人研究員)
「明治教育家 成瀬仁蔵のアジアへの影響一家族改革をめぐって一」
エ フゲーニーS.バ ク シ ェ エ フ
15.12.9EvgenyS.BAKSHEEV
167 (国立ロシア文化研究所研究員 ・日文研外国人研究員)
「人と神とが出会う場所 沖縄県宮古諸島の聖地・拝所一その構造と形態を中心として一」
MINJoosik
16.4.13閔 周植
168
(2004)(韓国 ・嶺南大学校教授 ・日文研外 国人研究員)
「風流の東アジアー美を生 きる技法一」
コ ン ス タ ンテ ィ ン ノ ミ コ ス ヴ ァ ポ リ ス
⑲
16.5.11ConstantineNom、ikosVAPORIS
(米 国 ・メ リー ラン ド大学準教授 ・日文研外 国人研 究員)
殴 「参勤交代と日本の文化」 ノ
〆
⑪
16.6.8
(2004)
響聯 丶
(中国 ・東南大学教授 ・日文研外国人研究員)
「近代における日本、中国の文人 ・作家の自殺」
ヴィクター ヴィク トロヴ ィッチ リ ビ ン
⑪
16.7.13VictorVictorovichRYBIN
(ロシア ・サンク トペテルブルグ大学助教授 ・日文研外 国人研究員)
「知 られざる歌麿一 『百千鳥狂歌合はせ』の詩的、文法的分析」
ス コッ ト ノ ー ス
16.9.14ScottNORTH
172 (大阪大学大学院人間科学研究科助教授)
「セー ルスマ ンの死:サ ー ビス残業 ・湾岸戦争 ・過労 死」
SEYin
16.10.19色 音
173 (中国社会科学院民族研究所研究員 教授 ・日文研外国人研究員)
「シ ャーマ ニズ ムか ら見 た 〈日本 的なる もの〉」
16.11.9琴 靆
174 (韓国 高麗大学校日語日文学科教授 ・日文研外国人研究員)
「明治期の外国人留学生と文明開化」
ア レ ク サ ン ダ ー マ ー シ ャ ル ヴ ィ ー シ ー
16ユ2.14 AlexanderMarshallVESEY
175 (米国 ス トーンヒル大学助教授 ・日文研外国人研究員)
「近世村社会における仏教僧侶の村人との仲介役的役割」
ロ イ ア ン ソ ニ ー ス タ ー ズ
17.1.11RoyAnthonySTARRS
176
(2005)(ニュージーランド オタゴ大学シニア ・レクチャラー ・日文研外国人研究員)
「国家主義者 としての三島由紀夫一戦後の原点」
マ ッ ツ ア ー ネ カ ー ル ソ ン
⑰
17.2.8 MatsArneKARLSSON
(ス トックホルム大学助教 授 ・日文研 外 国人研 究員)
「僕はこの暗合を無気味に思ひ.,,芥川龍之介 『歯車』、ストリンドベリ、そして狂気」
WUYongmei
⑱
17.3.8 呉 咏梅
(北京 日本学研究センター専任講師 ・日文研外国人研究員)
「アジアにおけるメディア文化の交通一中国人大学生が見た日本のテレビドラマをめぐって一」
ノ エ ル ジ ョ ン ピ ニ ン グ ト ン
⑬
17.4,12NoelJohnPINNINGTON
(ア リゾナ大学助教授 ・日文研 外 国人研 究員)
叉 「中世能楽論における 『道』の概念一能役者が歩むべき 「道坦ノ
r
17.5ユ0 濯 鼈観… 丶
180
(2005)(日文研外国人研究員)
「韓 国現代 史 と日本 について一1973年 か ら1988年 まで一 」
17.6.14
イァン ジェームズ マ ク マ レ ン
IanJamesMCMULLEN
181 (オックスフォード大学ペンブロークカレッジ教授 ・日文研外国人研究員)
「徳川時代の孔子祭」
CHUNGJaeJeong
17.7.12鄭 在貞
⑰ (ソウル市立大学校教授 ・日文研外国人研究員)
「韓 日につ きまとう歴史の影 とその克服 のための試み」
オ ギ ュ ス タ ン ベ ル ク
17.9.20AugustinBERQUE
183 (フランス国立社会科学高等研究院教授 ・日文研外国人研究員)
「日本の住 まいにおける風土性 と持続性」
NOSu旧gHwan
17.10ユ1 魯 成煥
184 (蔚山大学校人文大学 日本語日本学科教授 ・日文研究外来研究員)
「韓国から見た日本のお盆」
セ ル ゲ イ ラ プ チ ェ フ
17.11.16SergeyLAPTEV
185 (マクシム ・ゴリキー文学学院助教授:・日文研外国人研究員)
「考古学と文字 一古代 日本の漢字文化 を中心に」
Y㏄NSangIn
17.12.20尹 相仁
186 (漢陽大学校国際文化大学日本言語文化学科教授 ・日文研外国人研究員)
「〈日流〉の水脈一なぜ韓国の若者は日本の現代小説に惹かれるのか」
ア ン ドリュ ー ガ ー ス ト ル
18.1.10AndrewGERSTLE
187
(2006)(ロンドン大学SOAS教 授 ・日文研外国人研究員)
「女形の身体 を描 く一肉体表現 と流光斎 一」
ウ ィ リ ア ム パ ッ ク ブ レ ッ カ ー
18.2.21WilliamPuckBRECHER
188 (南カリフォルニァ大学助手 ・日文研外来研究員)
「郊外の隠遁への憧れ一江戸時代の郊外における美学的スペースー」
サ ー レ アーデ ル ア ミ ン
18.3.14SALEHAdelAmin
189 (カイロ大学文学部日本語学科専任講師 ・日文研外国人研究員)
又 「「国語』という神話一日本とエジプトにおける言語の近代化をめぐって二丿ノ
〆
⑨
18.4.18
(2006)
豐 羅 丶
(全南大学校人文大学副教授 ・日文研外国人研究員)
「玄界灘を渡った鬼のイメージーなぜ韓国のトケビは日本の鬼のイメージで語られるのか一」
CHOIParkKwang
18.5.16崔 博:光
191 (成均館大学校教授 ・日文研外国人研究員)
「京都 と文化表象 一18世紀朝鮮通信使の目か ら一」
LIUChunYing
18.6.13劉 春英
192 (東北師範大学助教授 ・日文研外国人研究員)
「『満州国』時代 『新京』に於ける日本人作家」
田OUWeiHong
⑱
18.7.11周 維宏
(北京 日本学研究センター教授 ・日文研外国人研究員)
「近代化による農村の変貌とその捉え方について一中日農村を比較して一」
ダ リ ア3ユ バ ン バ リ ー テ
⑭
18.9.19DaliaSVAMBARYTE
(リ トアニア ビリニュス大学講師 ・日文研外 国人研 究員)
「オセアニアの島々のイメージ形成をめ ぐって」
エ ド ウ イ ー ナ パ ー マ ー
⑮
18ユ0.10 EdwinaPALMER
(カ ン タベ リー大学教授 ・日文研外 国人研究員)
「ニュージーランドの学生が学ぶ 「日本」一高等教育の社会科カリキュラムを中心に一」
ヨ セ ブ キ ブ ル ッ
⑭
18.ll.14JosefA.KYBURZ
(フ ラ ンス国立科 学研究 セ ンター教授 ・日文研外 国人研 究員)
ふだ
「お札が語る日本人の神仏信仰」
ロ バ ー ト エ ス キ ル ド セ ン
18.12.13RobertESKILDSEN
197 (日文研外国人研究員)
「異国船物語一江戸後期に描かれた船一」
プ ラ ッ ト ア ブ ラ ハ ム ジ ョ ー ジ
⑱
19.1.16
(2007)
PullattuAbrahamGEORGE
(ジャワハルラル ネルー大学 日本語学科準教授 ・日文研外国人研究員)
「日印関係とインドにおける日本研究一宮沢賢治の菜食主義の思想一」
ステ ィ リア ノス パ パ レ ク サ ン ド ロ プ ロ ス
19.2.13
StylianosPAPALEXANDROPOULOS
199 (アテネ大学神学部 準教授 日文研 外国人研究員)
乂 旧 本仏教論一その思想史輾 開をめぐって一」 ノ
r
⑳
19.3ユ3
(2007)
嶐黼 丶
(華東師範大学外国語学院日本語学部教授 ・日文研外国人研究員)
「楽 しみの茶 と嗜みの茶一 中国から見た茶の湯文化一」
⑳
19.4.18
モ ハ メ ッ ド レ ザ サ ル カ ー ル ア ラ ニ
MohammadRezaSARKARARANI
(アラメ タバタバイ大学教育学部(イ ラン)助教授 ・日文研外国人研究員)
「国境 を越 えた 日本 の学校文化 」
202
19.5.16
ZHANGZheJun
張 哲俊
(北京師範大学文学院比較文学研究所教授 ・日文研外国人研究員)
「唐代文学における 日本のイメージ」
⑳
19.6.13
チ ャワー リン サ ウ ェ ッ タ ナ ン
ChavalinSVETANANT
(チ ュ ラー ロ ンコー ン大 学専任講師 ・日文研外 国人研究員)
「『気』の思想 ・『こころ』の文化一言語学からみた日本人とタイ人の心のあり方一」
⑳
19.7.25
シンシア ネリ ザ ヤ ス
CynthiaNeriZAYAS
(フィリピン国立大学国際研究センター準教授 ・日文研外国人研究員)
「淡路 島 にお ける災 害 と記憶 の文化一 荒神信仰 を中心 に一 」
205
19.9.11
チ ャ ン テ ィ チ ュ ン トア ン
TRANThiChungToan
(ベトナム国立ハノイ国家大学助教授 ・日文研外国人研究員)
「宮本常一の民俗誌 を通 して見た日本女性 と日本文化理解」
206
19.10.10
ペ イ ヒ ョ ン イル
PAIHyungIl
(カリフォルニア大学サ ンタバーバ ラ校準教授 ・日文研外国人研究員)
「朝鮮旅行案 内書 に見 る 日本 人の ロマ ン」
207
19.11.14
KIMYoungCheoi
金 榮哲
(漢陽大学校 日本言語文化学部教授 ・日文研外国人研究員)
「遊興の 『花』としての理想一妓生 と遊女一」
⑱
19.12.12
WANGWeikun
王 維坤
(西北大学国際文化交流学院教授 ・副院長 ・日文研外国人研究員)
「中国出土の文物からみた中日古代文化交流史一和同開珎と井真成墓誌を中心として一」
209
殴
20.1ユ6
(2008)
ブライアン 小 野 坂 ル パ ー ト
BrianOnozakaRUPPERT
(イリノイ大学東アジア学科 ・宗教学科准教授 ・日文研外国人研究員)
懺 悔 鱶'修 法 一前近代日本鰍 の心を探る一」 ノ
r 温 。乙ls立6Lλ醯 丶
20.2.26
210 (ミネソタ大学准教授 ・日文研外国人研究員)
「関西のジャズ喫茶文化」
グ ニ ラ リ ン ド バ ー グ ワ ダ
GunillaLINDBERG-WADA
20.3.18
211 (ス トックホルム大学主任教授 ・日文研外国人研究員)
「北極から日本へ 一 スウェーデン探検隊が見た明治 日本一」
ZHOUJian
周 見20.4.23
212 (中国社会科学院世界経済政治研究所教授・日文研外国人研究員)
陵 「渋沢栄一と儲 一 日中近代蝶 家に関する一っの上暾 一」ノ
○は報告書既刊
なお、報告書の全文をホームページで見ることが出来ます。
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午後2時 ～4時
■ 会場
キ ャンパスプラザ京都

